
陳

述

度

-|
芳
賀
綬
氏
の
書
評
に
答
え
て

||

? 

守

拙
著
「
現
代
語
法
序
説」
に
対
す
る 、
芳
賀
綬

氏
の
ど
高
評
に
よ
ワ
て 、
統
覚 、
陣
述、
陣
述
度

な
ど
の
用
語
に
対
す
る
反
省
が
必
要
に
なっ
て
き

た 。
取
り
あ
え
ず
と
乙
に
「
陣
述
度」
の
弁
解
を

試
み
る 。

英
語
動
詞 !の
活
用
形
は
定
Q
E即時巾)
の
陣
述
形

と 、
不
定
(ロOロ・2
E丹市〉の
非
陳
述
形
と
に
セ
ツ

然
両
分
さ
れ 、
中
間
は
な
い 。
き
っ

ぱ
り
と
歯
切

れ
が
よ
い 。
次の
大
文
字
は
陳
述
形 、
イ
タ
p
v

ク
は
非
陳
述
形
で
あ
る 。

品開
z
n。
富岡υω・::

民
}5
4『
口、岡、
町由連時・

単
文 、
重
文 、
複
文の
医
別
は
陳
述
形
の
偶
数苧

相
互
関
係
に
よ
る 。
陳
述
形
は
セ
ン
テ
ン
ス
な
P

ク
ロ
ー
ズ
な
P
の
い
わ
ば
責
任
者で
あ
る 。

日
本
語
の
「
来レ
パ」
は』
??
の。
冨伺ω
に
相

当
じ 、
陳
述
形
と
も
言
え
な
け
れ
ば 、
非
陳
述
形

と
も
言
え
な
い 。
割
引
き
陳
述
形
と
い
う
〈
ら
い

度述際

-
上

章

な
と
と
る
か
も
知
れ
な
い 。
「モ
シ」
「タ
ト
イ」

な
ど
を
陳
述
の
副
詞
と
呼
ん
で
い
る
の
は ‘
と
の

割
引
き
陳
述
に
係
る
商
問
と
い
う
つ
も
り
な
の
だ

ろ
う 。
か
り
に
「
来レ
パ」
や
「
来ル
ナ
ラ」
を

陳
述
形
と
見
な
し
て
も 、
そ
れ
で
は
「
来
テ
ハ」

「
来
テ
モ」
「
来
テ」
「
来」
は
どワ
ち
な
の
か
と

見
て
〈
る
主 、
陳
述
形
を
確
定
す
る
と
と
は
非
常

に
菌
難
で
あ
る 。
責
任
者
が
確
定
し
な
い
以
上 、

日
本
文
法
で
重
文
だ
の
複
文
だ
の
言ヮ
て
み
た
と

と
る
で
そ
れ
ら
を
形
式
的
に
裏
付
け
る
と
と
が
で

き
な
い 。

そ
の
代
P
に 、
我
が
活
用
形
は
言
切
り
の
完

Q
E阻む
と
係
P
の
未
完
と
に
二
分
す
る
ほ
か
な

い
が 、
と
の
二
分
に
は
歯
切
れ
の
惑
さ
が
つ
き
ま

と
う 。
未
完
の
末
の
字
は
い
ま
だ
で
あ
p 、
宇
が

て
で
あ
ワ
て 、
未
完
は
や
が
て

||l
遅
か
れ
早
か

れ
完
結
す
る
と
い
う
約
束
を
持っ
て
い
る 。
彼の

不
定
は
程
度
を
火
〈

不
定一
式
だ
が 、
我
が
未
完

に
は
完
結
ま
でへ
の
遠
近
の
い
く
つ
か
の
程
度
が

あ
る 。甲 、

何h
シ
テ--
j
i--:・:

文
末

乙 、

何
-R
R
レ
パ・::・:;:
文
末

丙 、

何
K
シ
タ
カ
ラ:;・::
文
末

点
線
の
部
分
に
は
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
文
句
を
入
れ

る
と
と
が
で
き
る
が 、
む
や
み
に
引
伸
ば
す
わ
け

に
は
い
か
ず 、
長
さ
の
自
然
な
限
度
と
い
う
も
の

が
あ
る 。
丙
の
点
線
は
最
も
短
く

て 、
乙
こ
に
あ

ま
P

長
い
文
句
を
入
れ
る
と
不
自
然
に
な
る
し 、

ま
た
点
線
部
に
使
う
活
用
形
に
も
多
少
の
制
限
が

あ
る 。
。
ま
p

「
何h
v
タ
力
ラ」
は
文
末
近
き

を
恩
わ
せ
る
係
り
で
あ
る 。
反
対
に
甲
は
文
末
ま

で
前
途
ロ
ヨ
ウ
遠
で
あ
り
え
る 。
子
供
に
叙
事
文

を
建国
か
せ
る
と ‘
朝
起
キ
テ 、
顔ヲ
洗ツ
テ 、
ゴ

飯ヲ
食ベ
テ 、
テ 、
テ 、
テ 、
テ 、
と
た
いへ
ん

長
い
セ
Y
テ
ン
ス
を
書
〈
と
と
が
あ
る 。
そ
し
て

世帯
線
部
に
使
う

活
用
形
に
も
会
〈

制
限
が
な
い 。

乙
は
甲
と
丙
と
の
中
間
の
程
度で
あ
る 。

彼が
来レ
パ
(
直
グ
連
絡ス
ル
カ
ラ 、
君モ

来
テ)
ホ
V
イ

と
い
う

ふ
う
に 、
乙
の
点
線
部
に
丙
の
係
P
を
入

れ
る
の
は
簡
単
だ
が 、
ζ
の
逆
を
中
る
乙
と
は 、

不
可
能で
は
な
い
が 、
す
ら

す
ら
と
は
い
か
な

U
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と
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を 、
各
活
用
形
(プ
ラ

エ
付
属
辞)
が
発
揮
す
る
こ
の
よ
う
な
構
文
的
機

能
を 、
文
末
遠
き
弱
か
ら

文
末
近
き
強
(
文
末
自

身
は
最
強
・1)
ま
で
の
陳
述
度
と
見
な
し 、
そ
れ

を
大
ま
か
な
三
段
階
に
分
け
て
単
式 、
軟
式 、
夜

式 、
そ
れ
に
別
格
の
遊
式
の
図
式
を
立
て
た
の
で

あ
っ
た 。

:;:
阪
倉 、
渡
辺 、
芳
賀
諸
氏
に
よ
っ
て
文
末

の
「
陳
述」
が
次
第
に
明
確に
さ
れ
つ
つ
あ
る
乙

と
は
喜
ば
し
い 。
そ
れ
と
と
も
に 、
日
本
語
の
構

文
論
を
打
建
て
る
た
必
に
は 、
文
末
以
外の
「
係

り」
の
役
割
を
調べ
て
行
〈
ζ
と
も
必
要
な
の
で

そ
の
た
め
に
は
宇
は
り

何
ら
か
の
誇
式
を
立
で
な

け
れ
ば
な
る
ま
い 。
と
い
う
わ
け
で
単
軟の
ア
ジ

式 、
ヨ
オ
式 、
ュ
ウ
式
に
は
な
お
し
ば
ら
く

執
着

じ
た
い
が 、
陳
述
皮
と
い
う
用
語
は
不
適
当
で
あ

っ
た 。
以
上
の
弁
解
を
もっ
て 、
ζ
の
用
語
を
解

消
し
た
い 。

-
山
本
高
校
教
諭
l




